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七
月
に
北
陸
地
方
を
襲
っ
た
大
雨
に
よ
る
災
害
に
よ

り
、尊
い
命
が
失
わ
れ
、甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

九
月
定
例
会
で
は
、
当
市
に
お
い
て
は
記
録
的
な
猛

暑
が
連
日
続
き
、
極
端
に
雨
が
降
ら
ず
、
高
温
に
よ
る

農
作
物
の
品
質
低
下
等
の
被
害
が
深
刻
と
な
っ
て
お
り
、

農
業
者
等
の
収
入
減
少
に
対
す
る
支
援
に
係
る
補
正
予

算
な
ど
を
含
む
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
・

可
決
し
た
ほ
か
、
令
和
四
年
度
に
係
る
一
般
会
計
の
ほ
か

七
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
災
害
が
い
つ
五
泉
市
を
襲
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
も
意
識
を

持
ち
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に
む
け
て
五
泉
市
議
会
で

も
精
一
杯
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂
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五泉市議会だより　第69号　

　令和５年第４回９月定例会が９月１日に招集され、９

月22日までの22日間の会期で開催されました。

　初日の１日は、会期の決定、議長報告、当局報告、市

政一般に関する質問の一部を行いました。

　２日目の４日は、引き続き市政一般に関する質問を全て行い、議案19件

を一括議題として当局の提案説明を行い、議案に対する質疑後各常任委員会

に付託しました。

　最終日の９月22日は、委員会付託案件について各常任委員会の審査報告

に続いて討論、採決が行われ、それぞれ認定、可決しました。

　続いて、日程追加された当局報告、市長からの追加議案５件、議員発議２

件、議員派遣を審議・採決して閉会しました。

定例会

９月

令和５年 第４回

令和４年度各会計決算の認定、
令和５年度各会計補正予算等26議案を審議

９月１日(金)

９月４日(月)

９月７日(木)

８日(金)

11日(月)

12日(火)

22日(金)

本会議（開会、会期決定、議長報告、当局報告、一般質問）

本会議（一般質問、議案上程、質疑、委員会付託）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

本会議（委員会審査報告・採決、当局報告、議案審議、閉会）

　９月定例会の日程

月　日 内　　　　容
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報
提
供
し
な
が
ら
、
保
護
者
が
孤
立

し
て
不
安
を
抱
え
な
い
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問  
体
育
施
設
の
修
繕
料
の
追
加
に

つ
い
て
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

当
初
予
定
し
な
か
っ
た
、
さ
く

ら
ア
リ
ー
ナ
の
ト
イ
レ
の
温
水
洗
浄

便
座
が
六
月
頃
に
急
に
漏
電
し
、
そ

れ
が
原
因
で
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落

ち
て
ア
リ
ー
ナ
の
施
設
の
一
部
が
使

え
な
い
と
い
う
状
況
に
な
り
、
温
水

洗
浄
便
座
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
も

検
討
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
使
え
な

い
と
不
便
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
既

決
修
繕
費
で
対
応
し
た
た
め
、
今
後

の
修
繕
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め
で
す
。

問  

馬
下
保
養
セ
ン
タ
ー
の
近
年
の

入
館
者
数
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

平
成
三
十
年
度
が
五
万
二
千
九

百
五
十
六
人
、
令
和
元
年
度
が
四
万

千
百
九
十
八
人
、
二
年
度
が
二
万
五

千
五
十
九
人
、
三
年
度
が
二
万
四
千

五
百
五
十
八
人
、
四
年
度
が
三
万
三

千
八
百
九
十
六
人
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
四

年
度
は
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

問  

施
設
管
理
に
係
る
業
務
を
指
定

管
理
等
に
す
る
よ
う
な
話
が
あ
っ
た

り
検
討
し
た
こ
と
は
過
去
に
あ
っ
た

か
伺
う
。

答  
以
前
検
討
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
例
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
委
託
し
て
お
り
、
高
齢
者
の

雇
用
創
出
と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
指
定
管
理
の
話

は
進
ま
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
熊
倉
　
政
一
　
　
牛
膓
　
利
栄
　
　
波
塚
　
静
亮

○
深
井
　
邦
彦
　
　
長
谷
川
政
弘
　
　
山
田
　
正
良

（◎委員長　○副委員長）

（◎委員長　○副委員長）

（
主
な
質
疑
）

適
応
指
導
教
室
事
業
に

つ
い
て
　【
学
校
教
育
課
】

馬
下
保
養
セ
ン
タ
ー
運
営

管
理
事
業
に
つ
い
て

【
高
齢
福
祉
課
】

病
児
保
育
運
営
事
業
に

つ
い
て【
こ
ど
も
家
庭
課
】

体
育
施
設
の
修
繕
費
の

追
加
に
つ
い
て

　
【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
】

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
今
井
　
　
博
　
　
大
橋
　
建
太

○
桑
原
　
一
憲
　
　
佐
藤
　
　
浩
　
　
佐
藤
　
良
徳

（
主
な
質
疑
）

問  

令
和
四
年
度
の
学
校
に
通
わ
な

い
子
供
達
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

い
わ
ゆ
る
不
登
校
と
い
う
こ
と

で
、
三
十
日
に
満
た
な
い
不
登
校
傾

向
、三
十
日
以
上
経
過
し
た
不
登
校
、

九
十
日
以
上
の
長
期
化
傾
向
の
子
供

を
小
中
学
校
合
わ
せ
る
と
百
六
人
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
一
年
以
上
の
子
供

が
約
四
十
人
で
す
。

問  

適
応
指
導
教
室
事
業
費
の
増
額

に
つ
い
て
、
指
導
員
一
名
を
増
員
し

て
き
め
細
や
か
で
適
切
な
対
応
を
す

る
と
の
説
明
を
受
け
、
こ
う
い
っ
た

子
供
達
の
保
護
者
が
情
報
交
換
す
る

場
や
組
織
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答  

任
意
の
形
で
保
護
者
同
士
が
連

携
し
な
が
ら
会
を
作
り
、
情
報
交
換

を
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

要
望  

任
意
の
会
と
は
い
え
、
そ
う

い
っ
た
会
が
あ
る
こ
と
を
行
政
も
情

五泉市議会

問  

病
児
保
育
の
利
用
料
金
を
伺
う
。

答  

四
時
間
以
内
で
千
円
、
四
時
間

を
超
え
る
と
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要
望  

日
給
の
何
割
か
を
使
う
こ
と
に

な
り
仕
事
を
休
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と

い
う
人
も
い
る
と
聞
く
。
よ
り
多
く

の
方
が
利
用
し
仕
事
等
を
行
え
る
よ

う
に
、料
金
の
再
考
を
お
願
い
し
た
い
。

問  

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
伺
う
。

答  

年
内
に
二
回
目
の
町
内
会
へ
の

説
明
会
と
並
行
し
審
議
会
も
行
う
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

要
望  

変
え
な
く
て
も
い
い
と
い
う
住

居
表
示
へ
の
否
定
的
な
声
を
多
く
聞

く
が
、
個
人
で
負
担
す
る
も
の
と
し
て

何
が
あ
る
か
分
か
ら
ず
心
配
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
分
か
り
や
す

く
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

住
居
表
示
整
備
事
業
に

つ
い
て
　
　
　【
市
民
課
】
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五泉市議会

（◎委員長　○副委員長）

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
伊
藤
　
昭
一
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
鈴
木
　
良
民

○
白
井
　
妙
子
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
佐
藤
　
　
渉

（
主
な
質
疑
）

猿
害
対
策
等
事
業
補
助
金

に
つ
い
て   

【
農
林
課
】

問  

農
作
物
を
猿
や
イ
ノ
シ
シ
か
ら

守
る
対
策
で
電
気
柵
設
置
の
申
込
み

件
数
が
多
い
た
め
予
算
の
追
加
を
行

う
と
の
こ
と
だ
が
、
電
気
柵
以
外
に

捕
獲
す
る
た
め
の
わ
な
や
、
追
い
払

い
用
花
火
等
も
予
算
に
含
ま
れ
る
の

か
伺
う
。

答  

対
象
は
電
気
柵
等
で
あ
り
、
個

人
的
に
わ
な
を
購
入
す
る
場
合
に
は

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
追
い
払
い
用

花
火
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
出
没
区

域
へ
配
付
し
て
い
ま
す
。

問  

わ
な
を
仕
掛
け
た
箇
所
で
は
以

前
よ
り
出
没
し
な
く
な
っ
た
と
い
う

話
も
あ
る
が
、
設
置
箇
所
及
び
ど
の

よ
う
に
設
置
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答  

市
と
猟
友
会
で
協
議
を
し
、
効

果
的
な
場
所
を
選
び
猿
用
の
箱
わ

な
を
、
市
内
三
十
か
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　９月定例会において、市長から次のとおり議会で報告を受けました。

◆職員の交通事故について

◆川内地内の林野火災について

当 局 報 告

タブレッ
トでも！

本会議のライブ配信を行っています
　本会議開会中のみの配信となります。ＱＲコードを読み取るか、 五泉市議会映像配信 で検索いただくと、
議会中継のページをご覧いただけます。

スマホで
も！

パソコン

　　でも
！

五泉市議会ホームページをご覧ください。

　市議会ホームページでは、議会だよりや議員名簿、議会の予定、議決結果など、五泉市議会の情報を発信しています。

　また、「会議録検索」をクリックすると、市議会本会議での会議録を閲覧することができます。

https://www.city.gosen.lg.jp/parliament/index.html

要
望  

農
家
の
方
も
高
齢
化
に
よ
り

農
地
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い

中
で
、
猿
に
よ
る
被
害
が
非
常
に
増

え
て
い
る
状
況
だ
が
、
箱
わ
な
を
仕

掛
け
る
こ
と
で
被
害
が
減
る
の
で
あ
れ

ば
、
予
算
を
つ
け
て
こ
れ
以
上
の
被
害

が
出
な
い
よ
う
に
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問  
以
前
は
山
間
地
域
で
の
被
害
が

多
か
っ
た
が
、
最
近
は
住
宅
の
多
い

地
域
で
も
猿
の
出
没
が
増
え
、
人
的

被
害
も
心
配
さ
れ
る
。
電
気
柵
等
へ

の
補
助
も
大
切
だ
と
思
う
が
、
猿
の

出
没
状
況
等
を
把
握
し
、
防
御
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か

伺
う
。

答  

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
も
環
境
保
全
課
と
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
出
没
区
域
の
拡
大

を
な
か
な
か
止
め
ら
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
考
え
て
い
き
ま

す
。
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五泉市議会

一般質問

８人が市政を問う！

問 答

【一般質問とは】 各議員が市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針
などについて、所信や疑問をただすことです。「議会だより」では限られた字数で広
報委員会が編集しています。
【編集方法は、本会議において各議員が行った一般質問の中から項目を１つに絞って
編集を行っています。】
　質問、答弁の詳しい内容は会議録でご覧いただけます。今定例会の会議録は五泉市
ホームページで12月頃から閲覧いただけます。

問  

五
泉
市
内
の
小
学
校
に
お
い
て
三
年
以

内
に
複
数
の
小
学
校
が
複
式
学
級
と
な
る
。

　

地
域
住
民
に
と
っ
て
学
校
の
存
在
意
義
は

非
常
に
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
様
々
な
デ

メ
リ
ッ
ト
が
複
式
学
級
に
は
存
在
す
る
。

　

複
式
学
級
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
今
後
ど

の
よ
う
な
弊
害
が
学
校
運
営
や
児
童
に
生
じ

て
く
る
の
か
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

答  

人
口
減
少
に
伴
い
児
童
生
徒
数
も
減
少

し
、
今
後
の
推
移
を
見
る
と
令
和
八
年
度
か

ら
複
式
学
級
が
編
制
さ
れ
る
学
校
が
複
数
予

想
さ
れ
る
。
小
規
模
の
学
校
で
は
人
間
関
係

の
固
定
化
や
、
児
童
生
徒
数
と
教
職
員
数
が

と
も
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
活
動
が

限
定
的
に
な
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
複
式
学
級
で
は
一
人
の
教
員
が
二

つ
の
学
年
を
指
導
す
る
こ
と
か
ら
、
一
つ
の

学
年
を
直
接
指
導
す
る
時
間
が
短
く
な
る
こ

と
や
、
授
業
の
構
成
を
考
え
る
教
員
の
負
担

が
大
き
く
な
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

　

複
式
学
級
に
つ
い
て
は
学
校
運
営
に
お
い

て
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
今
後
の
学
校
運
営

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
保
護
者
、
地
域
の

方
々
、
学
校
関
係
者
な
ど
に
対
し
て
十
分
な

説
明
に
よ
る
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
適

切
な
学
校
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
運
営
に
つ
い
て

阿
部
　
周
夫 

議
員

問  

過
去
四
年
間
、
誘
致
に
成
功
し
進
出
し

た
企
業
の
実
績
、
そ
の
中
で
産
業
政
策
監
が

関
わ
っ
た
実
績
、
企
業
誘
致
に
伴
い
増
加
し

た
雇
用
労
働
者
数
、
固
定
資
産
税
、
法
人
市

民
税
の
歳
入
効
果
を
伺
う
。

　

創
業
支
援
に
つ
い
て
、
創
業
の
風
土
づ
く

り
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
五
泉

市
の
創
業
・
起
業
支
援
施
策
メ
ニ
ュ
ー
及
び

支
援
施
策
の
活
用
実
績
を
伺
う
。
若
い
時
期

か
ら
の
人
材
育
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
小

中
学
生
へ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
教
育
の
採

用
、
起
業
家
予
備
軍
育
成
に
つ
い
て
現
状
と

取
組
を
伺
う
。

答  

誘
致
に
成
功
し
、
進
出
し
た
企
業
は
二

事
業
所
か
ら
村
松
工
業
団
地
に
進
出
し
て
い

た
だ
い
た
成
果
が
あ
り
、
令
和
二
年
か
ら
令

和
四
年
ま
で
三
百
七
十
七
件
に
企
業
誘
致
専

門
員
の
産
業
政
策
監
が
企
業
訪
問
し
て
い

る
。
ま
た
企
業
誘
致
に
伴
い
増
加
し
た
労
働

者
は
四
十
五
名
で
あ
り
、
固
定
資
産
税
及
び

法
人
市
民
税
は
、
三
年
間
は
課
税
免
除
の
期

間
の
た
め
課
税
さ
れ
て
い
な
い
。

　

起
業
支
援
施
策
の
補
助
活
用
は
、
平
成
二

十
八
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
ま
で
で
三
十
一

名
と
な
っ
て
い
る
。小
中
学
生
に
対
し
て
は
、

講
話
や
職
場
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
自
己
の

進
路
の
選
択
と
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
学

ぶ
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

企
業
誘
致
及
び
創
業
・

　
　
企
業
支
援
に
つ
い
て

桑
原
　
一
憲 

議
員
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問  

市
民
の
足
と
し
て
公
共
交
通
の
評
判
が

良
い
と
は
言
え
な
い
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、

Ｊ
Ｒ
の
接
続
な
ど
使
い
勝
手
が
悪
く
住
民
の

生
活
の
足
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
エ
リ
ア
制
度
を
撤
廃

し
、
利
便
性
を
高
め
乗
車
率
を
上
げ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答  

市
の
公
共
交
通
は
五
泉
市
街
地
と
村
松

市
街
地
を
結
ぶ
基
幹
バ
ス
と
、
こ
の
基
幹
バ

ス
と
郊
外
を
つ
な
ぐ
交
通
手
段
と
し
て
市
民

生
活
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
。
毎
年
三
月
に
Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

伴
い
、
バ
ス
の
時
刻
表
の
改
正
を
行
い
全
戸

配
布
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
二
年
に
行
っ
た

五
泉
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
見
直
し

に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
で
は
混
雑
を
避
け

る
た
め
に
、
小
型
バ
ス
二
台
を
中
型
バ
ス
に

変
更
。
さ
く
ら
号
で
は
運
行
台
数
を
七
台
か

ら
八
台
に
増
加
し
て
い
る
。
さ
く
ら
号
の
エ

リ
ア
撤
廃
に
つ
い
て
は
、
移
動
距
離
や
運
行

時
間
の
増
加
が
伴
い
、
現
在
の
運
行
ル
ー
ト

や
車
両
台
数
で
は
対
応
が
困
難
と
な
る
。
ま

た
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
問
題
な
ど
民
間
事
業
者

の
業
務
圧
迫
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
難
し

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
網
の
改
善
に

つ
い
て

羽
下
　
貢 

議
員

問  

未
曾
有
の
猛
暑
と
歴
史
的
な
記
録
に
残

る
異
常
な
物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
皆
様
を
守

る
大
規
模
な
支
援
策
が
今
こ
そ
必
要
だ
と
考

え
る
。
支
援
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
高
齢
者

に
対
し
て
、
事
業
者
に
対
し
て
、
地
域
経
済

と
市
民
の
皆
様
に
対
し
て
ど
う
対
応
さ
れ
る

の
か
。国
や
県
の
支
援
策
を
待
つ
こ
と
な
く
、

迅
速
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の

ご
所
見
を
伺
う
。

答  

あ
ら
ゆ
る
物
価
高
騰
が
収
ま
る
こ
と
な

く
厳
し
さ
が
増
す
中
、
市
民
の
暮
ら
し
と
地

域
経
済
を
守
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
だ

と
考
え
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

き
た
。

　

市
民
向
け
の
大
規
模
な
支
援
施
策
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
状
況
を
考
慮
し
た
う
え
で
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
や
県
の
支
援
の
動

き
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
補
正
予

算
等
で
迅
速
な
支
援
策
を
行
い
た
い
。

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を

守
る
政
策
に
つ
い
て

山
田
　
正
良 

議
員

問  

五
泉
市
へ
の
観
光
客
を
増
や
す
た
め

に
、
市
長
は
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

観
光
客
を
五
泉
に
誘
致
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
五
泉
に
来
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
市
長

は
言
わ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

も
含
め
、
市
民
の
方
か
ら
の
ご
意
見
等
を
い

た
だ
き
、現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

現
状
の
観
光
客
数
な
ど
の
定
量
と
需
要

と
動
向
な
ど
の
定
性
を
し
っ
か
り
捉
え
て
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て
当
地
へ
の
訪
れ
る
仕
組

み
、
売
れ
る
仕
組
み
、
再
来
訪
を
し
続
け
る

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
現

在
、
新
潟
県
観
光
協
会
の
ご
協
力
で
五
泉
の

観
光
資
源
等
を
整
理
し
、
体
系
化
を
行
っ
て

い
る
。
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
五
泉

市
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
、
観
光
を
通
し

て
、
五
泉
市
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
に
、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
継

続
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
の
現
場
に
行
き
市
民
の
声
を
伺

い
、
精
査
し
、
短
期
・
中
期
・
長
期
で
マ
イ

ル
ス
ト
ー
ン
を
置
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

観
光
行
政
の
取
組
に

つ
い
て

白
井
　
妙
子 

議
員
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問  

本
年
の
夏
は
、
過
去
前
例
に
な
い
猛
暑

に
襲
わ
れ
た
。
暑
さ
の
影
響
に
よ
り
、
市
内

で
は
熱
中
症
を
は
じ
め
、
河
川
や
農
業
に
深

刻
な
被
害
が
多
数
発
生
し
た
。
早
く
涼
し
く

な
っ
て
ほ
し
い
、
雨
が
降
っ
て
ほ
し
い
と
の

市
民
の
皆
様
か
ら
切
実
な
声
が
あ
る
が
、
こ

の
猛
暑
は
今
年
だ
け
と
は
限
ら
ず
来
年
以
降

も
継
続
し
て
猛
暑
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
内
の
暑
さ
対
策
と
し
て
各
公
共

施
設
お
よ
び
各
小
中
学
校
に
お
け
る
冷
房
施

設
の
現
状
を
伺
う
。

答  

市
で
は
外
出
や
散
歩
の
途
中
な
ど
で
一

時
的
に
暑
さ
を
避
け
る
避
難
場
所
と
し
て
、

十
一
か
所
の
公
共
施
設
を
涼
み
ど
こ
ろ
と
し

て
開
設
し
て
い
る
。
小
中
学
校
に
お
け
る
冷

房
設
備
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
普
通

教
室
と
一
部
の
特
別
教
室
に
冷
房
設
備
を
設

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
室
や
通

級
指
導
教
室
の
増
設
に
合
わ
せ
て
冷
房
設
備

の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
体
育
館
の
冷
房

設
備
の
設
置
は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
冷
房

設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
は
ラ
ポ

ル
テ
五
泉
、
さ
く
ら
ん
ど
会
館
、
村
松
公
民

館
、
市
立
図
書
館
、
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
、
総

合
会
館
中
ホ
ー
ル
な
ど
で
あ
る
。

市
内
施
設
の

　
冷
房
設
備
に
つ
い
て

大
橋
　
建
太 

議
員

問  

七
月
下
旬
以
来
、
一
か
月
以
上
に
及
ぶ

少
雨
、
高
温
は
、
私
た
ち
が
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
異
常
気
候
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
連
日
発

令
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
、
熱
中
症
の
疑
い
で

救
急
搬
送
し
た
件
数
及
び
入
院
、
点
滴
な
ど

が
必
要
に
な
っ
た
中
等
症
以
上
の
人
数
、
昨

年
と
の
比
較
は
い
か
が
か
伺
う
。

答  

連
日
熱
中
症
に
関
す
る
警
戒
情
報
が
発

表
さ
れ
る
中
、
市
で
は
公
共
施
設
十
一
か
所

を
涼
み
ど
こ
ろ
と
し
て
開
設
し
、
外
出
の
と

き
な
ど
一
時
的
な
暑
さ
を
避
け
、
気
軽
に
休

憩
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
周
知
を
行
っ
た
。

熱
中
症
の
疑
い
に
よ
る
救
急
搬
送
数
は
令
和

四
年
が
二
十
人
、
令
和
五
年
は
八
月
末
現
在

で
は
四
十
人
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

中
等
症
以
上
の
搬
送
者
は
令
和
四
年
が
十

人
、
令
和
五
年
が
十
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
熱
中
症
が
多
く
な
る
夏
場
で
は
、
令

和
四
年
七
月
が
九
人
、
八
月
は
五
人
、
令
和

五
年
で
は
七
月
が
十
六
人
、
八
月
は
二
十
人

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
比
で
二
十
二
人
増
加

し
て
い
る
。

今
夏
の
異
常
高
温
の

　
実
情
と
対
策
に
つ
い
て

波
塚
　
静
亮 

議
員

問  

五
月
八
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
法
上
の
分
類
を
二
類
相
当
か
ら
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
五
類
相
当

へ
と
移
行
し
初
め
て
迎
え
た
今
年
の
夏
、
社

会
が
以
前
の
通
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
一
方
、

感
染
者
数
の
全
国
的
な
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
る
。
五
類
移
行
後
四
か
月
と
な
る
が
、
本

市
の
感
染
状
況
と
感
染
予
防
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

答  

県
で
は
、
感
染
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
医
療
機
関
の
逼
迫
を
避
け
る
た
め
、
発

熱
な
ど
症
状
が
あ
る
と
き
は
外
出
を
控
え
、

高
齢
者
な
ど
に
会
う
と
き
は
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
洗
い
や
換
気
な
ど
行
う
こ
と
と
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
推
奨
し
て
い
る
。市
と
し
て
、

市
内
の
高
齢
者
施
設
や
障
害
者
施
設
で
は
、

五
類
移
行
前
と
同
様
に
感
染
症
対
策
に
努
め

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
は
高
齢

者
等
が
対
象
の
令
和
五
年
度
の
春
夏
接
種
の

推
進
に
努
め
て
い
る
。
現
在
市
内
に
お
い
て

医
療
機
関
は
逼
迫
等
の
状
況
で
は
な
い
が
、

必
要
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用
、
基
本
的
な

感
染
対
策
に
つ
い
て
、
再
度
広
報
等
で
呼
び

か
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
保
健
所
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
感
染

対
策
に
努
め
て
い
く
。

五
類
移
行
後
の

　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

佐
藤
　
良
徳 

議
員
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令和４年度　決算の概要
　令和４年度の各会計の決算状況は次のとおりでした。

　一般会計の決算状況を簡単にまとめると、令和４年度の一年間で、254億7,806万７千円の収入があ

り、243億4,190万４千円を支出しました。収支差引は11億3,616万３千円の黒字で、翌年度へ繰り越

した事業の財源に9,807万３千円を充当したので、これを差し引きした実質収支は10億3,809万円にな

りました。

◆各会計の決算状況

一般会計

特　　別　　会　　計 企　　業　　会　　計

国民健康 
保　　険

介護保険 川東財産区
後期高齢者 
医　　療

水道事業（税込） 下水道事業（税込）

歳入
254億　　      

7,807万円
51億
02,100万円

62億
6,101万円

469万円
5億
8,121万円

収益的
収支

収入 11億5,500万円 収益的
収支

収入 14億912万円

支出 10億8,567万円 支出 13億8,285万円

歳出
243億
4,190万円

50億
02,089万円

60億
4,920万円

19万円
5億
6,666万円

資本的
収支※

収入 ３億9,432万円 資本的
収支※

収入 16億9,478万円

支出 ９億2,777万円 支出 23億3,615万円

※企業会計における資本的収支の収入不足額は、内部留保資金等で補てん。

◆一般会計の決算概要 （1万円未満は四捨五入のうえ調整）

（１万円未満は四捨五入）

市税
20.70％　52億8,559万円

その他依存財源
6.40％　16億768万円

県支出金
7.20％　18億4,414万円

国庫支出金
15.20％　38億7,951万円

総務費
11.20％　27億2,196万円

民生費
32.70％　79億6,599万円

衛生費
9.10％　22億1,518万円

労働費
0.10％　1,599万円

農林水産業費
3.70％　８億9,519万円

諸収入
1.80％　４億6,426万円

分担金・負担金
0.40％　１億625万円

その他自主財源
5.40％　13億6,240万円

地方交付税
31.00％　79億394万円

公債費
18.00％　43億8,276万円

教育費
7.30％　17億8,315万円

市債
11.90％　30億2,429万円

歳出総額

243億

4,190万円

議会費
0.70％　１億7,259万円

消防費
3.20％　７億7,015万円

土木費
9.10％　22億2,522万円

商工費
4.90％　11億9,373万円

歳入総額

254億

7,807万円

自主財源
　28.30％
　　72億1,850万円

依存財源
71.70％
182億5,957万円

●五泉市は、財政の健全化を判断する４つの指標（赤字
や借金の返済、将来的負債等を示す比率）において、
いずれの数値も黄色信号である早期健全化基準を下
回っています。
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発議について ― 次の発議を可決しました。―

◆発議第５号

◆発議第４号

　　北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書

　　五泉市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

　北朝鮮による日本人拉致問題については、平成14年の日朝首脳会談で北朝鮮が日本人の拉致を認め、

拉致被害者５名が帰国を果たしたものの、その後は解決に向けた進展が見られないまま20年以上が経

過した。

　政府認定の拉致被害者12名が安否不明の状況であり、このほか特定失踪者、拉致の可能性を排除で

きない事案に係る方々がいまだ多数おられる。

　新潟県では、拉致被害者５名のうち、横田めぐみさんと曽我ミヨシさんがいまだ帰国を果たしてい

ない。また、県内には拉致の疑いのある特定失踪者の方が６名おられ、現在も安否が分からぬままとなっ

ている。

　このような状況の中、近年では横田めぐみさんの父・滋さん、田口八重子さんの兄・飯塚繁雄さんが、

拉致被害者との再会を果たせぬまま他界されており、被害者自身やその家族の高齢化が進む中、もは

や一刻の猶予も許されない状況に置かれている。

　よって、国会及び政府におかれては、拉致被害者及び特定失踪者家族の痛切な思いを共有し、拉致

被害者及び特定失踪者全員の早期帰国並びに真相の究明に向け、今後とも拉致問題を「最優先、最重

要課題」と位置づけ、国際社会と連携を強化しつつ、国際情勢に鑑み時機を逸することなく、国を挙

げて全力で取り組まれるよう、強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和５年９月22日

新潟県五泉市議会　　　

議長　林　　　茂　

【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、拉致問題担当大臣（内閣官房長官）



10

五泉市議会だより　第69号

五泉市議会

主な議案の議決結果【第４回　９月定例会】 【 ○：賛成，●：反対，－：欠席 】

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　　案　　　概　　　要

議　　員　　名（議席番号順）

１
大
橋
　
建
太

２
佐
藤
　
良
徳

３
山
田
　
正
良

４
波
塚
　
静
亮

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
（
欠
　
番
）

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第 
47号

五泉市職員の特殊勤務手当支給に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第 
48号

五泉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 
49号

五泉市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 
50号

五泉市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 
51号

令和５年度五泉市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 
52号

令和５年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第 
53号

令和５年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第 
54号

令和５年度五泉市川東財産区一般会計補正（第１号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 
55号

令和５年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第 
56号

令和５年度五泉市水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第 
57号

令和５年度五泉市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第 
58号

令和4年度五泉市水道事業剰余金の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第 
59号

五泉市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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※1　法律に特別の定めがある場合を除くほか、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　　案　　　概　　　要

議　　員　　名（議席番号順）

１
大
橋
　
建
太

２
佐
藤
　
良
徳

３
山
田
　
正
良

４
波
塚
　
静
亮

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
（
欠
　
番
）

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第 
60号

令和５年度五泉市一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第 
61号

令和５年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第 
62号

令和５年度五泉市水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第 
63号

令和５年度五泉市下水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

認定
第1号

令和４年度五泉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
第2号

令和４年度五泉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
第3号

令和4年度五泉市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

認定
第4号

令和４年度五泉市川東財産区一般会計歳入歳出決算の認定
について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
第5号

令和４年度五泉市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

認定
第6号

令和４年度五泉市水道事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

認定
第7号

令和４年度五泉市下水道事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議
　
　
員

発議 
第4号

五泉市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議 
第5号

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書の
提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主な議案の議決結果【第４回　９月定例会】 【 ○：賛成，●：反対，－：欠席 】
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収穫時期真っ盛り

稲刈り風景
収穫時期真っ盛り

稲刈り風景
（大蒲原地区）（大蒲原地区）

議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。 五泉市議会事務局　TEL 0250-43-3911

　

令
和
五
年
度
九
月
定
例
会
の
議
会
だ
よ
り
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

歴
史
に
残
る
記
録
的
な
猛
暑
で
健
康
や
家
計
、

農
作
物
に
大
き
な
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
暮
ら
し
を
守
る
緊
急
的
な
補
正
予
算
が

確
保
さ
れ
、
順
次
施
策
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
夏
の
猛
暑
も
彼
岸
が
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は

秋
の
空
気
に
一
変
し
て
コ
ス
モ
ス
が
風
に
揺
れ

咲
き
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
第
六
十
九
号
が
当
委
員
会
委
員
で
の
最

後
の
編
集
発
行
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
読
み
や
す
い
紙
面

編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
次
号
か
ら
は
、

議
会
構
成
が
改
ま
り
心
機
一
転
、
さ
ら
に
わ
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の
で
ご
愛

読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編

集

後

記

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

山
田　

正
良

　

副
委
員
長　

佐
藤　

良
徳

　

委　
　

員　

阿
部　

周
夫

　
　

〃
　
　

鈴
木　

良
民

　
　

〃
　
　

佐
藤　
　

渉

　
　

〃
　
　

白
井　

妙
子

　
　

〃
　
　

深
井　

邦
彦


